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論文
????????
?????????????????
　
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
一
日
五
回
の
礼
拝（ア
ラ
ビ
ア
語
で
サ
ラ
ー
ト：
salāt ）
は
ム
ス
リ
ムの義務である五行の一つと理解される。これは信徒がメッカのカーバ聖殿に
向
か
っ
て
規
定
の
方
法
に
則
り、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
神
へ
の
感
謝
を
示
す
行
為
で
あ
る。
この義務としての礼拝は、預言者ムハンマドがヒジュラの五年前に体験した奇蹟ミウラージュの際に一日五回の礼拝をアッラーから命じられたことが起源
と
さ
れ
る
（
1）。
礼
拝
に
は
一
日
五
回
の
礼
拝
以
外
に
も
集
団
で
行
う
金
曜
礼
拝
（
2）、
自発的に行う礼拝、年に二回 イード（犠牲祭、断食明けの祭）に行う礼拝、断食月中の礼拝や葬儀に行う礼拝もある。このように礼拝はムスリムの日常生活と密接に結びついた信仰実践といえる。　
礼拝はモスクで行うというイメージもあるが、金曜礼拝以外は任意の場所
で行うことができる。ただし礼拝を行う前にはウドゥーと呼ばれる浄めを行い、
清
浄
な
場
所
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
3）。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
礼
拝
に
は
直
立
礼
や
屈
折礼、そして平伏礼といった一連の動作が含まれるため、清浄な場所が確保されるための「もの」 必要となる。それが礼拝用敷物である。　
礼
拝
用
敷
物（ア
ラ
ビ
ア
語
で
サ
ッ
ジ
ャ
ー
ダ：
sajjāda
（
4）、
本
稿
で
扱
う
ウ
ズ
ベ
ク
語
で
は
ジ
ョ
イ・
ナ
マ
ー
ズ：
joy nam
oz ）
と
は、
ム
ス
リ
ム
が
礼
拝
を
す
る
際
に
足元に敷くラグである。モスクのような礼拝用 場所には予め絨毯が敷き詰められている場合も多 が、任意の場所で礼拝を 際には個々人が自らの敷
物
を
敷
き、
そ
の
上
で
礼
拝
が
な
さ
れ
る
（
5）。
礼
拝
の
際
に
敷
物
を
敷
か
ね
ば
な
ら
ない規定はクルアーンには見当たらないものの、イスラーム初期の礼拝で敷物
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
言
行（ス
ン
ナ）
で
確
認
で
き
る。
中央アジア出身のハディ ス編纂者アル＝ブハーリーによる﹃アル＝サヒーフ（真正集）
﹄には以下のような記述がある。
アナス・ビン・マーリクは伝えている。アッラーの
使徒は人々の中で最も性格の優れたお人柄であった。
彼
が
私
達
の
家
に
居
る
間
に
礼
拝
の
時
間
が
や
っ
て
く
る
と、
彼
は
彼
の
足
元
に
敷
物
を敷くことを命じた。そのためその敷物は掃除され、その上に水がまかれたそ
れ
か
ら
ア
ッ
ラ
ー
の
使
徒
は
イ
マ
ー
ム
と
し
て
立
ち
上
が
り、
私
達
は
彼
の
後
方
に
並んで立った。それから彼は私達を先導して礼拝をした。ところで彼 の敷物はナツメヤシの枝葉からつくられていた
（
6）。
　
ここから預言者のスンナとして礼拝には敷物を敷くこと、そして礼拝用敷
物を清浄に保つべきとされていたことが読み取れる。ゆえにムハンマドのスンナに忠実なムスリムにとって、礼拝用敷物が常に掃除され、その清浄が保たれることは礼拝をするにあたっ 必須条件であろう。礼拝を可能にすることで、清浄な礼拝用敷物がいわば日常の空間を神と向き合う聖なる空間に変えてしまう力をもつとさえ言えるかもしれない。　
現在、この礼拝用敷物にはイスラーム世界で広く共有されている特徴的な
デザインがある。それは馬蹄形を象ったモティーフが中心に配置されるデザ
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インであり、モスクに必須の要素であるメッカの方角（キブラ）を示すミフラーブを表しているとされる。礼拝者はこのミフラーブの先端部分がメッカの方角に向くように敷物を敷いて礼拝する。礼拝用敷物は絨毯製、刺繍、プリント生地など近年多様な素材で制作され、絨毯 礼拝用敷物はメッカ巡礼者
の
土
産
物
と
し
て
人
気
が
高
い。
こ
の
礼
拝
用
敷
物
が
も
っ
と
も
制
作
さ
れ
る
の
は、
トルコ、アナトリア高原およびイラン、コーカサス、そして中央アジアである
（
7）。
　
本
稿
で
は
こ
の
礼
拝
用
敷
物
と
い
う「も
の」
（
8）に
着
目
し
て
中
央
ア
ジ
ア、
特
に
ウ
ズベキスタンのイスラームとその信仰実践を考察していきたい。本来敷物はその名の通り、礼拝に用いられるべき「もの」 あり、それ以上に論ずる余地がないかのように思われる。だが文化／社会人類学（以下単に人類学と記す）的視座に基づく本稿では、以下で述 る近年 「もの」研究に関する人類学議論に依拠して、礼拝用敷物と
いう「もの」をめぐるムスリムの
多様な信仰実践を解明してみたい。　
人類学が成立したとされる一九世紀頃から、異国の工芸品や珍品は人類学
者の研究対象となってきた。だが二〇世紀初頭にフィ ルドワークの手法が確立されると社会の機能や構造、文化の象徴の解明に研究の力点が置かれるよ
う
に
な
り、
物
質
文
化
に
対
す
る
人
類
学
者
の
関
心
は
下
火
に
な
っ
た
（
9）。
一九八〇年代以降、人類学的フィールドワークへの批判が高ま 中、一部の人類学者たちの間で再度物質文化研究 見直す動きが現れ始めた。例えば人類
学
者
ア
ル
ジ
ュ
ン・
ア
パ
ド
ゥ
ラ
イ
が
一
九
八
六
年
に
編
纂
し
た﹃も
の
の
社
会
生
活﹄
（
10）で
は、
従
来
の
物
質
文
化
研
究
と
異
な
り、
珍
品
や
工
芸
品
の
物
質
的
特
徴
を
記
述するのみならず、人間を取り囲むあらゆる「もの」と人間 関係 総体を解
明
（
11）し
よ
う
と
し
て
い
た。
論
者
の
一
人
で
あ
る
イ
ゴ
ー
ル・
コ
ピ
ト
フ
は「も
の」
が制作されてから壊れて使えなくな 、破棄され まで 「も
の」の文化的
履
歴（
cultural biography of things ）
に
注
目
す
る
必
要
性
を
説
い
た。
そ
の
影
響
を
受
け
た
編
者
の
ア
パ
ド
ゥ
ラ
イ
は「も
の」
の
局
面（
phase ）
に
着
目
し、
た
と
え
同
じ「も
の」
で
あ
っ
て
も
局
面
が
異
な
れ
ば、
「も
の」
を
取
り
巻
く
規
範
や
用
法
が
全
く異なると論じた。たとえば礼拝用敷物という「もの」はその使用の局面だけを見れば、礼拝をするときにメッカの方角に向けて礼拝者の足元に敷くべき「もの」である。だ 礼拝用敷物はいつ制作される か、どのように保管されるのか、なぜ破棄されるのか いった「制作」
「保管」
「破棄」などの局
面にまで目を向けると礼拝用敷物をめぐる人間行動は単な 礼拝だけでは
く、多様な関わり方のヴァリエーションが広がって見える。本稿では、この「も
の」
の
多
様
な
局
面
に
沿
っ
て
人
間
と「も
の」
の
関
係
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
方
向性を従来の物質文化研究と区別して「もの」研究と表記し、その方法論に則って以下の議論を進めていきたい。　
イスラーム研究では往々にして
「もの」や行為を論ずる際に、あるべき規
範から「もの」の用途や行為の目的が議論される傾向にある。たとえばムスリムの礼拝に関する先行研究 サーヴェイした小杉は、礼拝をめぐる法規定は非常に詳細かつ膨大で複雑であるため、現実のムスリムが行う実践よりも「何
を
す
べ
き
か」
と
い
う
規
範
的
言
説
の
研
究
が
中
心
を
占
め
て
き
た
と
論
じ
て
い
る
（
12）。
そ
れ
は「礼
拝」
の
重
要
性
が
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
自
明
で
あ
っ
た
ために、法学や人類学の研究テーマとして取り組まれることが少なかった点に起因しているという。 という行為同様に礼拝用敷物という「もの」に関する研究 おいても、そ 用途が明白 あるがゆえに規範的言説や物質的特
徴
の
説
明
（
13）に
終
始
す
る
傾
向
が
あ
り、
礼
拝
用
敷
物
を
め
ぐ
る
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
行動の実態の解明にはさほど関心が向けられずにきた。本稿では筆者 調査してきた中央アジア、ウズベキスタン 村落部の事例に焦点を当て、地域社会
の
文
脈
で
ウ
ズ
ベ
ク
人
ム
ス
リ
ム
（
14）が
礼
拝
用
敷
物
に
ど
の
よ
う
に
携
わ
る
の
か
を
考察してい い。そ 際には制作から使用、保管、破棄という礼拝用敷物の多角的な局面を射程に収め、礼拝用敷物に携わるムスリムの信仰実践の多様性を明らかにしていく
（
15）。
　
上記の議論に沿って本稿では以下の構成を取る。第二節では、ウズベク人
の礼拝用敷物の使用局面を理解するた の背景とし ウズベク人が理解する二種類の祈りの形態に焦点を当てる 第三節で 、ウズベキスタン中部ブハラ州の村落部で筆者が収集 た礼拝用敷物に関するデータを基に礼拝 敷物の「制
作」
局
面
を
取
り
上
げ
る。
第
四
節
で
は、
制
作
さ
れ
た
礼
拝
用
敷
物
が「保
管」されている局面と「破棄」される局面に着目する。??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
礼拝用敷物を分析する前段階として、ウズベク人ムスリムの二種類 祈り
の
形
態
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い。
具
体
的
に
は
礼
拝（ウ
ズ
ベ
ク
語
で
ナ
マ
ー
ズ：
nam
oz ）
と
ド
ゥ
ア
ー（
du‘ā ）
も
し
く
は
ア
ー
メ
ン（
om
in ）
と
呼
ば
れ
る
祈
願
を取り上げる。後者のドゥアーとは個人的な祈願（現世利益や来世での報奨
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を
願
う
な
ど）
で
あ
り、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
推
奨
行
為
と
さ
れ
て
い
る
（
16）。
ア
ラ
ビ
ア
語でアッラーへの感謝を表す礼拝とは異なり、各地域の母国語で行うことがで
き
る。
以
下
で
は
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
17）中
に
観
察
で
き
た
ウ
ズ
ベ
ク
人
ム
スリムが理解する二種類の祈りにおける差異に注目することで、後述する彼らの礼拝用敷物の使用局面 あり方を理解する手がか としたい。　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
人
類
学
研
究
で
報
告
（
18）さ
れているように、社会主義が放棄された一九九一年以降でさえ ウズベキスタ
ン
で
は
ム
ス
リ
ム
と
自
認
し
て
い
て
も
そ
れ
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
実
践
で
あ
る
ナ
マ
ー
ズ
の
実
施
と
直
結
さ
せ
て
考
え
る
ウ
ズ
ベ
ク
人
は
決
し
て
多
く
な
い
（
19）。
二〇〇二年～二〇〇四年 かけて実施したブハラ州村落部における筆者の調査
で
も
日
常
的
に
ナ
マ
ー
ズ
を
実
践
す
る
ム
ス
リ
ム
は
稀
で
あ
っ
た
（
20）。
村
落
部
の
ウ
ズベク人にとってナマーズは特定の人びと――イスラーム知識人
であるムッ
ラ
ー（
m
ulla ）、
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
導
師
イ
シ
ャ
ー
ン（
ishon ）、
預
言
者
も
し
く
は
ス
ー
フ
ィ
ー
の
導
師
の
子
孫
た
ち
で
あ
る
ホ
ジ
ャ（
xo‘ja ）
の
家
系
に
属
す
る
人
た
ち
――
も
し
く
は
年
配
者
が
行
う
と
さ
れ
て
い
た
（
21）。「ナ
マ
ー
ズ
は
年
を
取
っ
て
か
ら
す
る
も
の
だ」
と
い
う
語
り
は、
村
の
多
く
の
若
者
た
ち
か
ら
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
（
22）。
確かに筆者が礼拝を行っている人びとに聞き取りを行うと五〇代後半以上の人
び
と
が
多
く、
そ
の
人
た
ち
も
若
い
頃
に
は
ソ
連
の
脱
宗
教
化
政
策
の
影
響
（
23）で
表
立
っ
て
礼
拝
を
行
え
な
か
っ
た
と
い
う。
そ
れ
ゆ
え
五
〇
か
ら
六
〇
代
の
年
配
者
た
ち
で、本 はムスリムだと自覚してい も礼拝の仕方を知らない人も珍しくなか
っ
た。
ゆ
え
に
彼
ら
が
ナ
マ
ー
ズ
に
礼
拝
用
敷
物
を
日
常
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
な
かった。　
とはいえ平均的な村のウズベク人たちが神への祈りを全く行わない訳では
ない。大半のウズベク にとって最も身近な信仰実践はドゥアーであ 。老若男女あらゆるウズベク人にとって神を意
識させる最も日常的な信仰実践で
あ
り、
ナ
マ
ー
ズ
を
せ
ず、
飲
酒
す
る
人
で
さ
え
ド
ゥ
ア
ー
だ
け
は
必
ず
行
う
（
24）。
ウ
ズ
ベ
ク
人
が
行
う
ド
ゥ
ア
ー
の
や
り
方
は、
そ
の
場
に
い
る
年
配
者、
も
し
く
は
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
の
豊
富
な
人
が「イ
ラ
ー
フ・
ア
ー
メ
ン（
iloh om
in ：
神
に
祈
り
を）
」
と唱え、同席者は両手を顔の前に広げて年配者が唱える祈りの文句が終わのを待つ。年配者が神への感謝と会食者の平安を祈 た後、全員が顔を撫でる仕草をして終了である。　
中央アジアにおけるドゥアーは他のイスラーム圏よりも圧倒的に多くの場
面
で
行
わ
れ、
そ
の
重
要
性
も
高
い
（
25）。
毎
食
後
に
必
ず
ド
ゥ
ア
ー
を
行
い、
ド
ゥ
アーは食事の終了もしくは一段落つける時の合図となる。様々な祝宴や儀礼の
最
中
に
行
う
の
み
な
ら
ず、
最
後
に
ド
ゥ
ア
ー
を
行
え
ば
儀
礼
終
了
の
合
図
と
も
な
る。また遠方からやってきた客人を迎えたとき、別れの際 ど様々な機会をとらえてウズベク人は必ずドゥアーを行う。ゆえにドゥアーはあらゆる場所で可能
な祈りの形態であり、あえて礼拝用敷物が用いられることはない。こ
のドゥアーはタシュケント市内でもブハラ州の村 部でも筆者が知る限りほぼ全てのムスリムが行っており、ウズベク人ムスリムが最重視する信仰実践であった
（
26）。
　
このウズベク人ムスリムが行う二種類の祈りについての概略から理解でき
ることは、彼らが祈り いう信仰実践において礼拝用敷物 用いる機会は殆どないという事実である。だが奇妙なことに筆者が調査した村落部では、たとえ礼拝をする人がいなくとも家庭内に一枚 必ず礼拝用敷物が所有されていた。その上、礼拝用敷物を販売用ではなく、使用するために新 に自作する人も少なく かった。この事実を考察する に「礼拝用敷物はその名の通り
礼
拝
に
用
い
ら
れ
る」
と
い
う
規
範
的
言
説
を
繰
り
返
し
て
い
て
も
十
分
で
は
な
い。
村落部のウズベク人家庭で所有されてい 礼拝用敷物の使用局面を理解するに
は、
村
落
部
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う
な
機
会
に
礼
拝
用
敷
物
を
制
作
す
る
の
か、
と
いった局面にまで目を配らなくてはならな だろう。次節では筆者が収集した礼拝用敷物に関するデータから礼拝用敷物 制作局面における特徴を明確にして き い。????????????????????
?
????????????
　
筆者はこれまでブハラ州の村落部でウズベク人女性が制作する手繍
ぬ
い刺繍
（カ
シ
ュ
タ：
kashta ）
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
（
27）。
調
査
対
象
は
ブ
ハ
ラ
市
か
ら
北
上約四〇キロメートルに位置するショーフィルコーン地区南部の村落部であり、
現
在
同
地
域
は
商
品
用
刺
繍
の
一
大
産
地
と
な
っ
て
い
る。
商
品
用
刺
繍
に
加
え、
筆者は村落部の一般家庭で保管される刺繍品目について調査した結果、礼拝用敷物が最も多く所有されていることが分かった。だが先述のように、調査対象となったムスリムたちは日々の礼拝をするため それらを所有 ていた訳ではなかった。確かに村の家庭には必ず礼拝用敷物が一～四枚あるが、実際に家族で礼
拝をする人は殆どいない状態だったのである。ではなぜ彼らは
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礼拝用敷物を制作し、保管しているのだろうか。　
中央アジア南部の定住地帯では、少なくとも一九世紀から礼拝用敷物の制
作
に
刺
繍
装
飾
が
用
い
ら
れ
て
き
た
（
28）。
そ
れ
は
こ
の
地
域
で
女
性
の
花
嫁
持
参
財
と
して刺繍された品々が重視され 礼拝用敷物も持参財として女性が準備すべき品目だったことによる。布地と糸があれば自在にデザインが施せる刺繍はペ
ル
シ
ア
語
の
ケ
シ
ー
デ（描
か
れ
た：
keshīde ）
を
語
源
と
す
る
カ
シ
ュ
タ
と
呼
ば
れ
（
29）、
様
々
な
日
用
品
が
制
作
さ
れ
て
き
た。
礼
拝
用
敷
物
以
外
の
刺
繍
品
目
と
し
て、
大
判
の
壁
掛
け（ス
ザ
ナ：
so‘zana ）、
新
婚
用
シ
ー
ツ（
bistarpich ）、
男
性
用
の
腰
巻
き（
belbog‘ ）
等
が
制
作
さ
れ
た
（
30）。
中
央
ア
ジ
ア
南
部
の
刺
繍
と
い
う
と
ス
ザ
ニ
（ス
ザ
ナ）
と
い
う
名
称
で
大
判
の
布
地
一
面
に
刺
繍
が
施
さ
れ
た
壁
掛
け
が
有
名
で
あ
り、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
愛
好
家
も
多
い
（
31）。
だ
が
後
述
す
る
よ
う
に
筆
者
の
調
査
時
点で刺繍が施されているスザナをもつ家庭は多くなかった。その代わりに家庭で必ず一枚は礼拝
用敷物が保管されており、その多くは村落部の女性たち
に
よ
っ
て
美
し
い
刺
繍
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
た。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
礼
拝
用
敷
物
の
う
ち、
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
南
部
の
Ａ
村（人
口
二
三
三
六
名）
と
Ｂ
村（人
口
一
五
九
六
名）
（
32）で
保
管
さ
れ
て
い
た
一
〇
五
枚
の
刺
繍
の
礼
拝
用
敷
物
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
（
33）。
以
下
で
は、
礼
拝
用
敷
物
の
制
作
局
面
を
解
明
す
る
た
め
に、
こ
の
デ
ー
タ及び筆者の聞き取り調査の結果からショーフィルコーン地区の礼拝用敷物の特徴と年代毎の変遷を見ていくことにする。?
?
?????????????
　
筆者が収集した一〇五枚の礼拝用敷物の平均的サイズは、横幅九七センチ
メートル×縦幅一三六センチメートルであった。収集できた最大の礼拝用敷物
は
一
六
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
二
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り、
最
小
サ
イ
ズ
は
八〇センチメートル× 〇三 、二倍ほどの違いがあるのが分かる。大半の礼拝用敷物は 人用に制作されるが、この最大サイズの礼拝
用
敷
物
は
二
人
が
同
時
に
礼
拝
で
き
る
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
い
た
（
34）。
こ
れ
は
一
九
二
四
年生まれの女性が持参財として婚前に準備したも であったため 制作年代はおよそ一九四〇年代前半と推定できる。当時は一枚の礼拝用敷物で二人が礼拝する習慣があったことが分かる。　
ショーフィルコーン地区で制作された礼拝用敷物には制作年が刺繍される
こともある。一〇五枚中、制作年も刺繍された品は一二枚であった。実際に刺繍されていなくとも、制作年を記憶してい 保管者が多く、聞き取りから
制
作
年
が
明
ら
か
に
な
っ
た。
収
集
し
た
礼
拝
用
敷
物
を
制
作
年
代
毎
に
分
け
る
と、
一
九
五
〇
年
代
以
前
に
制
作
さ
れ
た
礼
拝
用
敷
物
は
八
枚、
一
九
六
〇
年
代
が
二
〇
枚、
一
九
七
〇
年
代
が
三
九
枚、
一
九
八
〇
年
代
は
一
〇
枚、
一
九
九
〇
年
代
が
一
二
枚、
二〇〇〇年代（～二〇〇九年まで）は一五枚であった。年代毎の収集数のばらつきは保管枚数の違いに加え、持参財に既製品を購入する傾向が現れたことも原因の つであ
る。刺繍による礼拝用敷物の制作のピークは一九七〇年
代であり、一九八 以降は安価なミシン刺繍品の浸透で既製品を購入する
女
性
が
増
え
た
（
35）。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
市
場
に
金
糸
刺
繍
の
既
製
品
も
流
通
し
は
じ
め、
礼
拝
用
敷
物
を
自
作
す
る
女
性
は
激
減
し
た
（
36）。
二
〇
〇
〇
年
以降もこの傾向は続くが、地区では商業用刺繍制作に従事して高度な技能を身につける女性たち 現れ、 部 は再度礼拝用敷物を自作する女性も現れ始
め
て
い
る
（
37）。
注
目
す
べ
き
は
制
作
で
あ
ろ
う
と
購
入
で
あ
ろ
う
と
結
婚
持
参
財
と
して必ず礼拝用敷物は準備すべきだとされている点であり、数ある持参財なかで自作するならば礼拝用敷物を選ぶという女性が多かった点である。ここから持参財における礼拝用敷物の重要性が伺える。　
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
礼
拝
用
敷
物
の
色
合
い
の
特
徴
を
概
観
し
よ
う。
収
集
し
た
一〇五枚のうち、赤及びピンク、オレンジなど暖色系の色合いをもつ礼拝用敷物は三八枚であっ
た。次に多いのは黄色の二八枚、青～緑一四枚、白一〇
枚、ベージュ九枚、茶色四枚、その他二枚である。ここから礼拝用敷物に全
体
的
に
赤
や
オ
レ
ン
ジ、
黄
色
と
い
っ
た
暖
色
系
が
好
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。
一般に地区のウズベク人は祝事に暖色系、弔事に 寒色系の服飾を用い ことから、礼拝用敷物が祝事に用いられるべき品と考えられている とが分かる。　
表
一
は
礼
拝
用
敷
物
の制
作
年
と
布
地
色
の相
関
関
係
を
示
し
た
グ
ラ
フ
である
。
各
時
代
で
使
用
色
に
ばら
つ
き
は
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
収
集
品
に
白
地
の
礼
拝
用
敷
物
がな
い
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
刺
繍
糸
を
自
家
染
色し
て
い
た
時
期
には
色
落
ち
がし
や
す
く
白
地
の
布
で
は
目
立
つ
ゆ
え
に
倦
厭
さ
れ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
制
作
さ
れ
た
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
の
刺
繍
品
に
は
、
ブ
ズ
（
bo‘z ）
と
呼
ば
れ
る
白
綿
布
に
多
彩
色
の
絹
糸
で
刺
繍
さ
れ
た
作
品
が
多
い
（
写
真
1参
照
）。
そ
れ
は
当
時
綿
布
お
よ
び
刺
繍
糸
は
家
内
生
産
さ
れ
て
お
り
、
白
綿
布
が
容
易
に
入
手
で
きた
と
同
時
に
、
刺
繍
糸
の
染
色
は専
業
の
染
色
工
房
に
委
託さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
社
会
主
義
改
革
に
よ
る
手
工
業
の
集
団
化
が
実
施
さ
れ
る
と
綿
布
の
家
内
生産
は
禁
止
さ
れ
、
染
色
工
房
も
閉
鎖
さ
れ
た
。
刺
繍
制
作
を
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続
け
た
女
性
た
ち
は
工
場
製
の
布
地
を
購
入
し
、
刺
繍
糸
を
自
家
染
色
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
ゆ
え
に
一
九
五
〇
年
代
～
一
九
六
〇
年
代
に
制
作
さ
れ
た
礼
拝
用
敷
物
に
は
白
地
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
ま
た
表
1で
は
赤
や
オ
レ
ン
ジ
と
い
う
暖
色
が
一
九
七
〇
年
代
ま
で
人
気
だ
っ
た
の
に
対
し、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
赤
が
減
り、
黄
色
や
ベ
ー
ジ
ュ
が
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る。
こ
れ
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に「サ
テ
ン」
と
呼
ば
れ
る
廉
価
な
工
場
製
綿
布
が
普
及
し、
村
落
部
の
人
び
と
も
市
場
で
販
売
さ
れ
る
布
地
を
購
入
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
る。
中
で
も
ウ
ズ
ベ
ク
人
た
ち
に
と
っ
て
祝
事
を
表
す
色
で
あ
る
と
同
時
に、
社
会
主
義
を
代
表
す
る
色
で
あ
る「赤」
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
人
び
と
の
間
に
社
会
主
義
の
思
想
が
浸
透
し
た
こ
と
を
考
察
す
る
上
で
注
目
に
値
し
よ
う。
一
九
八
〇
年
代
以
降、
市
場
に
出
回
る
工
場
製
の
布
地
の
色
や
種
類
が
格
段
に
増
え、
様
々
な
色
の
礼
拝
用
敷
物
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
次
に
礼
拝
用
敷
物
の
制
作
者
と
結
婚
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
礼
拝
用
敷
物
を
制
作
し
た
女
性
へ
の
聞
き
取
り
で
ほ
ぼ
全
員
が
制
作
目
的
と
し
て「結
婚
持
参
財」
と
い
う
理
由
を
挙
げ
て
い
る。
ゆ
え
に
刺
繍
品
の
一
種
と
し
て
の
礼
拝
用
敷
物
は、
村
落
部
の
女
性
た
ち
に
と
っ
て
結
婚
持
参
財
と
し
て
の
使
用
お
よ
び
制
作
局
面
を
も
つ
点
が無視できない。この語りから礼拝用敷物は制作者の婚前に準備されると想定しがちだが実際はそればかりではない。表
2は制作時における制作者の未
／既婚の別を示して る。未婚者が制作した作品 全体の七割（七四枚）であ
り、
全
体
の
二．
五
割
に
あ
た
る
二
六
枚
を
既
婚
者
が
制
作
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。　
この要因について礼拝用敷物の制作年代と制 者年齢の相関関係を示した
表
3の
デ
ー
タ
と
併
せ
て
考
え
る
と
分
か
り
や
す
い。
こ
の
表
か
ら
制
作
者
の
年
齢
が
二五歳までに制作された礼拝用敷物は七四枚であり、地区で女性の結婚適齢期が二五歳以下とされていること 考え合わせると、二五歳までの未婚女性が制作者の七割を占める制作のピークといえる。一
方、二〇代後半に制作さ
れ
た
作
品
は
三
枚
で
あ
る
の
に
対
し、
三
〇
代
前
半
は
七
枚、
三
〇
代
後
半
は
五
枚
（三
〇
代
の
制
作
は
一
二
枚）
、
そ
し
て
四
〇
代
前
半
は
三
〇
代
よ
り
も
増
え
て
九
枚
（四
〇
代
後
半
も
合
わ
せ
る
と
一
一
枚）
と
な
っ
て
い
る。
す
な
わ
ち
二
〇
代
後
半
に
礼
拝用敷物を制作する人は少なくな が、三〇代、四〇代に再び制作する人漸増していること 読み取れる。この要因として、結婚後すぐに出産を期待されるウズベク女性は二〇代後半で育児 最も時間が取られ、その他の仕事に従事するのが難しい。だが三〇代や四〇代 なると育児に一段落つき比較的制作時間が確保しやすくなるという事情がある。三〇代や四〇代で制作し
3 
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1 
0 
5 
10 
15 
20 
25 
30 
35 
40 
45 
その他 
茶 
青～ 
緑 
ベージュ 
白 
黄色 
赤～ピンク～オレンジ 
表１　制作年と布地色の関係（数字は全105枚中の実数を表す）
　　　（※2009年9月に実施した調査データより筆者作成）
表2　制作時期と結婚（数字は全105枚中の実数を表す）
　　　※2009年9月に実施した調査データより筆者作成
写真1　1920年代後半から1930年代初頭にかけて製作された礼
拝用敷物の一部。（ショーフィルコーン地区、2003年筆者撮影）
未婚, 
74 
既婚, 
26 
不明, 5 
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た女性たちの中には、未婚時期に礼拝用敷物を自作できなかったので結婚後に制作した事例と、娘の結婚準備として刺繍技能をもつ母親が礼拝用敷物を準備し 事例があった。特に四〇代、五〇代で礼拝用敷物を制作する女性はほぼ全員が娘の結婚に備えて制作していた。これを制作年との関連でその特徴を挙げると、一九八〇年代以降 制作品で母親が娘のために制作する事例が顕著に見られ、一方で一九五〇年代までの制作品のうち、二六歳以上の年齢
の
女
性
が
制
作
し
た
品
が
一
つ
も
な
か
っ
た。
従
っ
て
以
下
の
傾
向
が
読
み
取
れ
よ
う。一九五〇年代まで村落部 は礼拝用敷物は未 女性が結婚持参財に向けて自作すべきという規範が強かった。だが一九六〇年代以降徐々にその規範は崩れ、一九八〇年代以降になると既製品購入者が増え、そもそも物を自作する未婚女性が少なくなった。だ 同時期未婚女性 わりにその母親が娘のために礼拝用敷物を制作す ようになった。特に二〇 〇年代に制作された一五枚の内、六枚 二五歳以下の未婚女性が制作し、残りの九枚は既婚女性が
制
作
し
て
い
る
点
か
ら
も
こ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る。
　
上記のように収集したデータから礼拝用敷物の「制作」局面に着目した場
合、ウズベク人ムスリムが礼拝用敷物に携わる方法が「礼拝」という信仰実践よりもはるかに多様な広がりをもつことが理解できる。まず礼拝用敷物の布地色の変遷で浮き彫りになった家内生産の禁止や染色工房の閉鎖といった社会主義的改革を経ても、村落部の大半の女性たちが礼拝用敷物を結婚持参財の必須品目として準備（制作であろうと購入であろうと）してきた事実が重要である。また一九七〇年代という社会主義が村落部まで浸透したとされる時期に礼拝用敷物が最 多く制作されていた点や、かつて未婚女性が制作すべきとされていた礼拝用敷物を近年既婚の母親 娘に代わって も制作しようとする点からも、村落部 ウズベク女性たちの間で はせずとも用敷物は持参財の中でも特別な意味があったと推測できる。　
それは第一に、礼拝という信仰実践を可能にさせる「もの」を結婚に際し
て持ち込む行為そのも がムスリムとしてイスラームに則った結婚を行う意志の表れとされているからである。確かに結婚式に向けて礼拝用敷物を制作することは、実際にそれを使って礼拝を行うこ
とは違う。だが社会主義時
代に「正統な」イスラームの信仰実践を自由に行えなかった旧ソ連圏のムスリムにとって、人生儀礼は民族文化 いう枠組みで自らの信仰実践が継続き
た
領
域
の
一
つ
で
あ
る
（
38）。
そ
の
結
婚
式
に
向
け
て
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
連
す
る
礼
拝
用敷物を制作する行為は、制限があるな でムスリムとしての自己 再認識できる機会を村落部のウズベク人女性に提供して たと えよう。　
第二に、村落部のウズベク人の結婚式には婚入後に花嫁側から婚家へ持ち
込
ん
だ
持
参
財
（
39）を
お
披
露
目
す
る
儀
礼
（
40）が
あ
る。
そ
こ
で
は
花
婿
の
女
性
親
族
や
近隣の人びとなど多くの来客が花嫁 持参財を鑑賞し、なか も持参財の礼拝用敷物は花嫁や彼女を育てた家庭のイスラームへの信仰心が示される「もの」として理解されている。ゆえ 礼拝用敷物は結婚という形でムスリ 同士を結び付ける象徴として機能し いる いえよう。??????????????
?
?????????
??
　
次
に
調
査
地
区
に
お
け
る
礼
拝
用
敷
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
向
き
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
い。筆者が上記のような礼拝用敷物の「礼拝」以外の用途に関心を持ち始めたのは、同地区の礼拝用敷物には明らかに逆向きのデザインが存在すること
表3　制作年齢と制作年の関係（数字は全105枚中の実数を示す）
　　　※2009年9月に実施した調査データより筆者作成
1 
4 
1 2 2 
5 
6 
2 
2 2 1 
1 
10 
13 
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1 
3 
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4 
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2 1 
1 
0
5
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まで 
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に気付いた時であった。通常、礼拝用敷物は礼拝者がキブラの方向に向かった際に正面になるように、馬蹄形の先端部分が上に来るようにモティーフがデ
ザ
イ
ン
さ
れ
る（写
真
1参
照）
。
だ
が
調
査
地
区
で
目
に
し
た
礼
拝
用
敷
物
の
一
部
は明らかに馬蹄形の開いている方向を上に向けて花のモティーフがデザインさ
れ
て
い
た。
写
真
2は
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
で
撮
影
し
た
礼
拝
用
敷
物
で
あ
り、花モティーフが馬蹄形の開いた方向に向かって配置されているの 分かる（写
真
2参
照）
。
も
っ
と
も
筆
者
が
収
集
し
た
一
〇
五
枚
の
内、
デ
ザ
イ
ン
が
逆
向
きの制作品は一四枚であり、確か 大半の作品 見られる傾向とはいえないかもしれない。だが制作年が刺繍され 数字の向きも全て逆 きであること（表
4及び写真
3参照）
、筆者が各家庭で礼拝用敷物の写真を撮らせてもらっ
た際に所有者全員が馬蹄形の先端 下 なるように礼拝用敷物を手にして見せてくれた（写真
4参照）ことも考えあわせると、調査地
では礼拝用敷物は
馬蹄形の先端部分が下になる向きが「正しい」と認識され ようだ。実際に筆者が礼拝用敷物の向きについて質問し 地区の女性たち 多くは「昔からこの向きだった」と語った。確かに収集した一〇五枚 礼拝用敷物のち、数字やモティーフの向き 明らかに逆向きと考えられる作品は各時代で大体四分の一 割合で存在していた。ただ明らかにモティーフ みが逆向きのデザインは一九六〇年代後半、特に一九七〇年代以降に明確 現れるようになる。以下では地区で逆向きの礼拝用敷物のデザイン 生み出さ 経緯
について考察していこう。　
調査地で礼拝用敷物が逆向きにデザインされる理由を理
解する は、礼拝用敷物の保管局面に目を向ける必要がある。先述のように、礼拝用敷物が花嫁の結婚持参財として花婿側の親族および近隣の女性たちに披露された後、礼拝用敷物は日常的には使用されることが少なくなり、保管さ
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両方 
正 
逆 
文字逆 
写真２　1978年に制作された礼拝用敷物。馬蹄形の先端
が下向きに花モティーフがデザインされている。
（ショーフィルコーン地区、2009年筆者撮影）
写真３　1979年に制作された礼拝用敷物の一部。馬蹄形
の先端部分に制作年が刺繍されており、その向き
が下向きになっている。（ショーフィルコーン地区、
2009年筆者撮影）
写真４
1992年に制作された礼拝用敷
物。写真を撮る時に所有者の女
性は馬蹄形の先端を下向きにも
っている。（ショーフィルコーン地
区、2009年筆者撮影）
表4　礼拝用敷物の文字と向き
　　　※2009年9月に実施した調査データより筆者作成
　　　※逆はモティーフが逆向きデザインのもの。文字逆は
モティーフは正しい向きだが文字のみ逆向きのデザイ
ン。両方はどちらか判断がつかないデザイン。
53 イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 4（2012.3）
ウズベク・ムスリムにおける礼拝用敷物とイスラーム信仰実践
れることになる。村落部のウズベク人たちは礼拝用敷物を保管する時、大抵ラフ（
rax ）と呼ばれる布団台の上に掛けておく（写真
5参照） 。
　
ラ
フ
は
ウ
ズ
ベ
ク
人
た
ち
の
日
常
生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る「も
の」
で
あ
る。
村
落
部
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
家
庭
で
は
大
抵
コ
ル
パ（
qo‘rpa ）
と
呼
ば
れ
る
敷
き
布
団
を寝具として用いる。日中にこのコルパを重ねて収納しておくのがラフである。ラフは通常コルパの下 服やスカーフなどの布地を収納しておく衣装箱（sandiq ）
を
設
置
す
る。
衣
装
箱
の
上
に
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
堆
く
コ
ル
パ
を積み重ねて目隠しの布を掛け、さら そ 上を礼拝用敷物で飾るスタイルがラフの典型であ 写真五のように礼拝用敷物を正面に飾り、その上にコル
パ
チ
ャ
（
qo‘rpacha ）
と
呼
ば
れ
る
三
、四
名
用
の
長
座
布
団
か
ヨ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
yos-
tiq ）
と
言
わ
れ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
載
せ
て
礼
拝
用
敷
物
を
固
定
し
て
お
く（写
真
5参
照）
。
玄
関
口
付
近
や
居
間
の
入
り
口、
客
間
な
ど、
多
い
家
で
は
各
部
屋
に
一
つ
ラ
フ
が設置される。ロシア人などベッドを用いる習慣のある人びとの家庭にはない
家
具
で
あ
る
こ
と
か
ら、
ラ
フ
は
布
団
で
眠
る
習
慣
の
あ
る
ウ
ズ
ベ
ク
人
に
特
有
の
「も
の」
と
さ
れ
て
い
る。
ゆ
え
に
ウ
ズ
ベ
ク
家
庭
の
象
徴
と
し
て
ラ
フ
の
あ
る
部
屋
が
イメージされることも多い
（
41）。
　
上記のように礼拝用敷物はラフに飾られて保管される。 その理由として 「家
で最も目立つ場所である」 「礼拝用敷物は高い場所に飾るべき」といった話が聞かれた。礼拝用敷物のようなイスラームに関連する「も 」 人の頭より高い場所に保管せねばならないという規範は地域社会のクルアーン 扱にも共通する。筆者の調査地 はクルアーンを所有して る家庭の割合は決して多くなかったが、所有している家庭ではクルア ンを特定 場所に保管していた。筆者がＢ村のイスラーム知識人であるムッ ー 家に聞き取りに伺った時、絨毯で飾られた壁の高い に袋をかけ、その中にクルアーンを保管していたのが印象的であっ （写真
6参照） 。この事例からもイスラー
ムにまつわる聖なる「もの」は高い場所に保管され べきとする規範 存在が伺える。　
だがここで問題となるのが礼拝用敷物を飾る向きである。上述した如く礼
拝用敷物は馬蹄形という上下が非対称のデザインをとる。本来美しく刺繍された先端部分は上部になるはずだ 、上部をクッションで押 え ために先端の刺繍が隠れてしまうことになる。逆に馬蹄形の先端 下方に向けて礼拝用
敷
物
が
飾
ら
れ
れ
ば、
刺
繍
の
模
様
が
見
え
る
よ
う
に
な
る（写
真
5参
照）
。
す
な
わち保管局面で刺繍が見えやすいように馬蹄形を下向きに飾った結果、逆向
写真５　ラフとその上に飾られたスザナ（バラの花柄のプリント
生地のもの）と礼拝用敷物（刺繍布）。（ショーフィルコー
ン地区、2003年筆者撮影）
写真６　壁に飾られた絨毯の上にクルアーンを入れる袋が下が
っている。この袋に入れてクルアーンを高い場所に保
管する。（ショーフィルコーン地区、2009年筆者撮影）
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き
の
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
42）。
こ
れ
は
礼
拝
用
敷
物
の「本
来」
の
使用局面――礼拝――からすれば「間違った」デザインとされるかもしれない。だが礼拝用敷物を地域の文脈で重視される保管局面に焦点を当てるならば、より「合理的な」デザインともいえよう。　
ではショーフィルコーン地区の人びとはなぜ各家庭に一枚は必ず礼拝用敷
物を保管しておくのだろうか。以下はその理由について自宅に五枚の礼拝用敷物を所有するウズベク人女性スライヨー（一九五九年生）が語った内容をまとめたものである
　
ス
ラ
イ
ヨ
ー
は
一
四
歳
の
頃、
自
分
の
結
婚
持
参
財
の
た
め
に
礼
拝
用
敷
物
を
刺
繍
で
制
作
し、
四
七
歳
の
時
に
自
分
の
娘
の
持
参
財
の
た
め
に
礼
拝
用
敷
物
を
も
う
一
枚
制
作
し
た。
そ
の
他
に
ミ
シ
ン
刺
繍
の
既
製
品
や
母
か
ら
受
け
つ
い
だ
品
を
合
わ
せ
自
宅
に
五
枚
程
度
の
礼
拝
用
敷
物
を
保
管
し
て
い
る。
だ
が
彼
女
自
身
は
所
有
し
て
い
る
礼
拝
用
敷
物
で
礼
拝
し
た
こ
と
は
な
く、
彼
女
の
家
族
も
同
様
で
あ
る。
だ
が
彼
女
の
家
で
は
大
勢
の
訪
問
客
が
訪
れ
て
も
良
い
よ
う
に
礼
拝
用
敷
物
を
常
に
準
備
す
る
よ
う
に
し
て
い
る。
来
客
の
中
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
造
詣
の
深
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
ず、
彼
ら
は
時
間
に
な
れ
ば
訪
問
先
で
礼
拝
を
行
う
か
も
し
れ
な
い。
礼
拝
は
必
ず
清
浄
（
toza ）
な
所
で
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め、
礼
拝
用
敷
物
が
訪
問
先
に
準
備
し
て
あ
れ
ば
場
所
を
選
ば
ず
に
礼
拝
で
き
る。
来
客
に
不
自
由
な
思
い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
も
各
家
庭
に
必
ず
一
枚
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る。
﹇二
〇
〇
九
年
九
月
　
筆
者のインタビューより﹈
　
スライヨーの語りから、礼拝用敷物の保管局面をめぐって彼女なりの信仰
実践への関わり方が読み取れる。スライヨーは礼拝用敷物を制作し、保管しているが自身で礼拝に用いることはない。だがウズベク人に重視される民族的
美
徳「も
て
な
し
上
手（
m
ehm
on do‘st ）」
か
ら、
彼
女
は
来
客
の
な
か
に
イ
ス
ラーム知識人 いることを予め想定し、彼らが訪問先でも不自由なく礼拝できるように礼拝用敷物を準備している。換言すれば、スライ
ヨーにとって礼
拝用敷物の保管とはムスリム してイスラーム知識人の信仰実践に貢献する行為といえる。確かにこの間接的な行為 イスラームの信仰実践として議論されることは少ない。だがウズベキスタンのイスラームを研究した人類学者Ｙ．ラサナヤガムは、たとえそれが観察者の目には単なる道徳的行為もしくは脱宗教的、社会主義に影響を受けた行為に映ったとしても ウズベク人に
とって共同体で果たすべき役割に忠実であることがムスリムとしての意識を維持させると論じている。
「（ウズベク人にとって）イスラームに従って生き
るとはイスラーム的儀礼行為を満たすことではなく、ムスリムである自分や共
同
体
の
取
り
決
め
に
貢
献
で
き
る
社
会
性
を
も
つ
こ
と」
で
あ
る
と
い
う
（
43）。
社
会
主義時代を経験したウズベク人ムスリムに特有のイスラーム理解として、五行
の
よ
う
な「正
統」
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
実
践
を
行
わ
ず
と
も、
習
慣
や
文
化
で
「適
切」
と
さ
れ
る
行
為
を
日
常
的
に
実
践
す
る
こ
と
が「良
き
ム
ス
リ
ム
の
行
い」
と
して理解されるのだ。そうだとすれば、ムスリム同朋の信仰実践への貢献として礼拝用敷物の保管をする いう行為そのものが、彼女自身の信仰実践とも言えるのではないだろうか。?
?
????????????
　
最後に礼拝用敷物が「破棄」される局面にも簡単にふれる。調査地の人び
とに聞き取りを行った所、古くなったり、汚れたりした礼拝用敷物を通常の廃棄物と同様に破棄することはないという。礼拝というイスラームの信仰実践と結び付いた礼拝用敷物は聖なる「もの」であり、他の「もの」と同じ扱いをすべきではない。確かに村落部の人び はそう語るが、実際に調査すると極端に古い礼拝用敷物が家庭内に保管されて ることは少な 。　
村
落
部
女
性
た
ち
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
古
い
礼
拝
用
敷
物
は
破
棄
で
き
な
い
の
で、
古物商に転売してしまうことが多いという。制作者の存命中に 売りに出されることは少ないが、亡くなると手放される
傾向にある。これは刺繍品が一
種の財産であり、急に現金が必要になった きに換金可能な「もの」と考えら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る。
こ
れ
は
先
述
し
た
大
判
の
壁
掛
け
ス
ザ
ナ
も
同
様
だ
っ
た。
特に第二次世界大戦後 生活苦により小麦や油といった食料や現金と刺繍品を
交
換
す
る
家
庭
が
増
え、
美
し
い
刺
繍
品
は
多
く
の
食
料
品
と
交
換
で
き
た
と
い
う。
また一九六〇年代後半にはアンティーク刺繍の収集活動が盛ん なり 博物館に所蔵するという名目で古い刺繍品は次々と買い取られ 。ここで興味深いのはスザナと礼拝用敷物の違いである。スザナの場合、一九六〇年代に古い
刺
繍
品
の
多
く
が
転
売
さ
れ
て
し
ま
う
と
持
参
財
に
は
プ
リ
ン
ト
生
地
で
代
替
さ
れ、
新たなスザナが刺繍で自作されることは殆どなくなった。ゆえ 調査地では「ス
ザ
ナ」
と
い
う
名
称
は
単
な
る
大
判
の
布
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り、
ラ
フ
の
目
隠
し
と
し
て
礼
拝
用
敷
物
の
下
に
用
い
ら
れ
る
布
地
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た（写
真
5参
照）
。
一
方、
古
く
な
っ
た
礼
拝
用
敷
物
は
転
売
さ
れ
て
も、
新
た
な
花
嫁
を
迎
え
入
れ
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た時に必ず新しい礼拝用敷物が制作される。礼拝用敷物独特の馬蹄形のデザインからプリント生地よりも刺繍装飾が好まれ、現在でも多くの家庭で刺繍装飾された美しい礼拝用敷物が保管されている。　
礼拝用敷物の破棄の局面に目を向けると、村落部の人びとにとっての破棄
は制作者の死と共に古物商に転売され商品化されることである。同時にそれまで村落部の人びとの信仰実践に関連づけて語ら た聖なる「もの」であった礼拝用敷物は脱聖化される。それは商品局面においてスザナや他の刺繍
品
と
同
様
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る。商品としての礼拝用敷物は往々にしてイスラームから切り離 、中央アジアやウズベクというエスニックな特徴をもつ土産物として、また刺繍という工芸品の一つとしての外国 観光客の目にさらされていくのである。??????　
本稿では筆者が調査するウズベキスタン中部のブハラ州の村落部で所有さ
れている礼拝用敷物に焦点を当て、村落部 ウズベク人ムスリムが礼拝用敷物に携わる四種類の局面――制作、使用、保管、破棄――に注意を払いながら論じてきた。　
本稿で扱った事例を礼拝用敷物が辿った文化的履歴の観点からまとめてお
こう。ウズベク人ムスリムの家庭には礼拝用敷物が所有されているが、実際にそれで礼拝するために使用する人は少なかった。村落部では個々 ムスリムの礼拝の実施如何 関 りなく、礼拝用敷物は女性が結婚する際に持参財として制作、使用されていた。だがほか 持参財の刺繍品とは異なり 礼拝用敷物はイスラームへの信仰心を表すものとされ、結婚に際して 家に持ち込むこ が スリムとしての自己を表明する機会となった。結婚後 礼拝用敷
物
は
ウ
ズ
ベ
ク
家
庭
の
象
徴
と
さ
れ
る
ラ
フ
に
飾
ら
れ、
各
家
庭
で
保
管
さ
れ
て
い
た。ラフに保管する際 は礼拝用敷物の刺繍模様が美しく見えるよう逆向きで
飾
ら
れ、
一
部
デ
ザ
イ
ン
が
そ
の
飾
り
方
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
る
傾
向
ま
で
現
れ
た。だが礼拝用敷物は単なる刺繍の装飾品ではない たとえ家族に礼拝をする者がいなくともイスラームに造詣の深い客が訪れ 時のために各家庭 礼拝用敷物を保管しておく必要があ 。そ には に重視される来客をもてなす心と、必要があればいつでもムスリ としてイスラームの信仰実践に貢献す 備えが込められていた。そして所有者が亡くなっ 後は破棄と
いう形で換金され、商品として脱聖化されていく。　
筆者が調査したウズベク人ムスリムの間で礼拝用敷物が辿る文化的履歴を
概観すると、礼拝用敷物に携わるムスリムの信仰実践が礼拝だけに、さらに言
え
ば
い
わ
ゆ
る
五
行
の
よ
う
な
信
仰
実
践
の
み
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た。
そこには礼拝用敷物というイスラームに関連した聖なる「もの」をめぐる独特の規範が存在し、人びとはムスリムとしてその規範に沿った行動を求められていた。例えば、結婚に持参財として準備すること
、自ら制作しようとす
ること、自らよりも高い場所で保管すべきこ 、来客 ため 備えておくこと、他の廃棄物と同様に破棄しないことなどである。これらの行動は一般に「信
仰
実
践」
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い。
だ
が
実
際
に
そ
の
行
動
を
取
る
人
の
視
点に立つならば、それ はムスリムであるが故にする行動なのである。本稿ではこのような行動も広くムスリムの信仰実践の一部を構成する 提起してきた。無論、個々の行動の規範 地域社会に固有のものであり 礼拝用敷物を用いるイスラーム圏全域で同じ 遵守されて る訳ではない。確かにイスラーム世界に共通の規範や信仰実践を希求するムスリム 傾向を議論る必要もあるが、地域社会で遵守される「イスラー 的な もの」に沿って行動しようとするムスリムのあり方を研究する方向性も確保されておくであろう。　︻註︼
（
1）
大
塚
和
夫
他
（二
〇
〇
二）
﹃岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典﹄
一
五
七
―
一
五
八
頁
（森
伸
生﹇サ
ラー
ト﹈
）。
（
2）
金曜の昼に行われる礼拝は集団で行わねばならないとされ、各地に大勢の礼拝者を
収
容
で
き
る
金
曜
礼
拝
用
の
大
き
な
モ
ス
ク
の
建
設
を
促
し
て
き
た。
大
塚
和
夫
他
（二
〇
〇
二）
﹃岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典﹄
三
二
四
―
三
二
五
頁
（中
田
考﹇金
曜
礼
拝﹈
）、
一〇〇二頁
（羽田正﹇モスク﹈
）。
（
3）
クルアーンの第五章一二〇節には礼拝時の「浄め」が強調されおり、一般に「浄め」がなされない礼拝は無効とされる。
（森：二〇〇二
　
前掲書）
。
（
4）
このサッジャーダと う言葉は下記に引用するハディースの記述で用いられていない
（礼拝用敷物を表現する言葉のみが記載されている）
。ゆえにイスラーム期の
初
期
に
は
礼
拝
用
敷
物
に
サ
ッ
ジ
ャ
ー
ダ
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘されている。
Spurr, Jeff. (2003) ‘Ends and M
eans: Islam
ic Prayer R
ugs in C
ontext.’, 
“H
ali” (127), pp. 105-111. を参照。
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い。
例
外
的
に
コ
ー
カ
サ
ス
の
礼
拝
用
敷
物
の
み
を
解
説
し
た
研
究
書
と
し
て
K
affel, R
alph 
(1998) “C
aucasian P
rayer R
ugs.”, Laurence K
ing
も
あ
る。
「も
の」
を
美
術・
工
芸
的
視
点
か
ら
論
ず
る
研
究
で
は
用
途
の
概
説
的
説
明
に
加
え、
礼
拝
用
敷
物
の
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
や
色合いや素材を地域毎に比較するという手法が採られる傾向にある。
（
14）
ウズベキスタンにはタジク人やカザフ人、クルグズ人、タタール人といったウズベ
ク
人
以
外
の
ム
ス
リ
ム
も
数
多
く
暮
ら
し
て
い
る。
さ
ら
に
本
稿
が
対
象
と
す
る
ブ
ハ
ラ
州
は
身
分
証
明
書
の
民
族
籍
に
ウ
ズ
ベ
ク
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も、
日
常
的
に
は
タ
ジ
ク
系
の
言
語
を
話
し
て
暮
ら
す
人
々
が
大
勢
暮
ら
す
地
域
で
あ
る。
本
稿
で
は
主
に
民
族
籍
が「ウ
ズ
ベ
ク」
の
人
び
と
を
分
析
対
象
と
し、
言
語
的
に
タ
ジ
ク
系
言
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
た
ち
に
つ
い
ても民族籍が「ウズベク」の場合は対象に含まれている。
（
15）
後述するように中央アジアの事例では礼拝用敷物の「規範的」な用い方から外た
実
践
も
観
察
さ
れ
る。
こ
の
差
異
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で「ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン」
と
み
な
し、
ど
こ
か
ら「誤
り」
と
み
な
す
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が、
本
稿
で
は
一
定
地
域
の
人
々
が「こ
れ
が
正
し
い」
と
考
え
て
い
る
場
合、
そ
れ
を
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
捉
え、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
で
認
め
ら
れ
る
規
範
に
照
ら
し
合
わ
せ
て「誤
り」
と
さ
れ
る
実
践
を
排
除することはしない。
（
16）
大塚和夫他
（二〇〇二）
﹃岩波イスラーム辞典﹄六六四頁
（東長靖﹇ドゥアー﹈
）。
（
17）
筆
者
の
社
会
人
類
学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
主
に
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
〇
四
年
（ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
滞
在
期
間
は
二
八
个
月、
内
調
査
地
（ブ
ハ
ラ
州）
滞
在
は
一
三
个
月
程
度）
で
あ
る。
そ
の
後、
二
〇
〇
六
年
一
月
～
三
月
（滞
在
期
間
二
个
月）
、
二
〇
〇
七
年
八
月
～
九
月
（滞
在
期
間
一
个
月
程
度）
を
主
に
ブ
ハ
ラ
州
の
村
落
部
で
調
査
を
実
施
し
た。
そ
の
後
は
首
都
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
も
含
め
二
〇
〇
九
年
九
月、
及
び
二
〇
一
〇
年
三
月
の
二
个
月
間
に
実
施
し
た。
調
査
は
平
成
一
三
年
度
文
部
科
学
省
ア
ジ
ア
諸
国
等
派
遣
留
学
生
に
よ
る
奨
学
金、
平
成
一
七
年
度
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金「知
的
交
流
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ」
研
究
助
成
金、
人
間
文
化
研
究
機
構
地
域
研
究
推
進
事
業
（
N
IH
U
プ
ロ
グ
ラ
ム）
「イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究」
研
究
助
成金を受領することで可能となった。
（
18）
例えば
K
ehl-bodlogi, K
risztina. (2008) “R
eligion is not so strong here; M
uslim
 R
eligious 
L
ife in K
horezm
 after Socialism
.”, (M
ax Planck Institute for Social A
nthropology H
alle 
Studies in the A
nthropology of Eurasia). Lit. R
asanayagam
, Johan (2011) “Islam
 in P
ost-
Soviet U
zbekistan; T
he M
orality of E
xperience.”, C
am
bridge U
niversity Press. などを参
照。
（
19）
この事実は単に人びとが正統な教義に関心がないということではなく、独立国家が「世
俗
主
義」
を
原
則
と
し、
特
に
一
九
九
九
年
の
大
統
領
暗
殺
未
遂
事
件
以
降、
反
政
府
運
動
の
温
床
と
み
な
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
を
極
度
に
警
戒
し
て「民
族
文
化」
に
基
づ
く
慣
習
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
実
践
を
強
く
推
奨
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
点
が
大
き
く
（
5）
中
国
新
疆
地
域
で
断
食
明
け
の
イ
ー
ド
礼
拝
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が、
イ
ー
ド
の
早
朝、
男
性
ム
ス
リ
ム
一
人
一
人
が
礼
拝
用
敷
物
を
手
に
モ
ス
ク
前
の
広
場
に
集
ま
り、
各
自
が
自らの礼拝用敷物を敷いて集団礼拝を行っていた。
（
6）
日本ムスリム協会﹃日訳サヒーフムスリム﹄一巻、四四八―四五〇頁。下記サイトも参照のこと。
http://sahihm
uslim
.jp/ （二〇一二年二月三日閲覧）
。
（
7）
"prayer rug." (2008). E
ncyclopæ
dia B
ritannica. Encyclopæ
dia B
ritannica O
nline. 23 O
ct. 
2008 <http://w
w
w.britannica.com
/EB
checked/topic/474169/prayer-rug.> （二
〇
一
二
年
二
月三日閲覧）
を参照。
（
8）
平仮名で「」付きの「も 」 表記する理由は後述する。
（
9）
人
類
学
に
お
け
る
物
質
文
化
研
究
か
ら「も
の」
研
究
へ
の
シ
フ
ト
に
つ
い
て
は
床
呂
郁
哉・
河
合
香
吏
（二
〇
一
一）
「序
章：
な
ぜ「も
の」
の
人
類
学
な
の
か？」
床
呂
郁
哉・
河
合
香
吏
（編）
﹃ものの人類学﹄
、京都大学出版会、一―二一頁を参照。
（
10）
A
. A
ppadurai (ed.) (1986) T
he Social L
ife of T
hings: C
om
m
odities in C
ultural P
erspec-
tive,  C
am
bridge U
niversity Press. 尚、同書に収録されている
A
. A
ppadurai (1986) “In-
troduction: C
om
m
odities and the Politics of Value.” pp. 3-63. お
よ
び
K
opytoff, I.(1986)  
“The C
ultural B
iography of Things: C
om
m
oditization as Process.”pp. 64-91. を特に参照
のこと。
（
11）
ア
パ
ド
ゥ
ラ
イ
以
外
に
も
ジ
ェ
ー
ム
ス・
ギ
ブ
ソ
ン
の「ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス」
論
（ギ
ブ
ソ
ン、
ジ
ェ
ー
ム
ス
（二
〇
一
一）
﹃生
態
学
的
知
覚
シ
ス
テ
ム
―
感
性
を
と
ら
え
な
お
す﹄
、
佐
々
木
正
人
ほ
か
（訳）
、
東
京
大
学
出
版
会）
、
ジ
ョ
ー
ジ・
レ
イ
コ
フ
の「身
体
化
さ
れ
た
心」
論
（レ
イ
コ
フ、
ジ
ョ
ー
ジ
（二
〇
〇
四）
﹃肉
中
の
哲
学
―
肉
体
を
具
有
し
た
マ
イ
ン
ド
が西洋の思考に挑戦する﹄
、計見一雄
（訳）
、哲学書房）
、ブルーノ・ラトゥールの
「アクター・ネットワーク」論
（
ラトゥール、ブルーノ
（一九九九）
﹃科学が作られ
て
い
る
と
き
―
人
類
学
的
考
察﹄
、
川
崎
勝・
高
田
紀
代
志
（訳）
、
産
業
図
書）
な
ど
認
知
科
学
や
心
理
学、
人
類
学
の
分
野
に
お
い
て、
「も
の」
と
人
間
の
関
係
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
き
た。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
学
問
的
立
場
や
関
心
の
違
い
も
あ
る
が、
共
通
し
て
い
る
の
は
物
質
と
人
間
の
関
係
を
人
間
が
主
体
と
な
っ
て、
客
観
的
存
在
で
あ
る
物
質
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
人
間
＝
主
体、
物
質
＝
客
体
と
い
う
近
代
科
学
に
見
ら
れ
る
二
元
論
を
乗
り越えようとする姿勢である。
（
12）
小
杉
麻
李
亜
（二
〇
〇
七）
「イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
サ
ラ
ー（礼
拝）
の
総
合
的
理
解
を
め
ざ
し
て
―
中
東
と
東
南
ア
ジ
ア
の
事
例
を
中
心
に」
﹃イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
研
究﹄
一
（二）
号、
六五―二〇九頁収録、一六五頁参照。
（
13）
辞典的な解説を除き、礼拝用敷物のみを主たる研究テーマとして取り挙げた研究は
少
な
い。
民
族
美
術・
工
芸
の
分
野
も
し
く
は
博
物
館
お
よ
び
展
示
会
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
集
と
し
て
地
域
毎
の
刺
繍
や
絨
毯
が
取
り
上
げ
ら
れ、
そ
の
一
分
野
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
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影
響
し
て
い
る。
人
類
学
者
マ
リ
ア・
ロ
ー
は
一
九
九
九
年
以
前
に
熱
心
に
礼
拝
を
行
っ
て
い
た
若
者
が
こ
の
時
期
に
礼
拝
を
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
る。
こ
の
時
期、
礼
拝
を
行
う
若
者
た
ち
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
の
別
名
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い「ワ
ッ
ハ
ー
ビ
ー」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た。
Louw, M
aria Elisabeth (2007) “E
veryday Islam
 in P
ost-Soviet C
entral A
sia.”, R
out-
letge. p.127. を
参
照。
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
と
近
隣
組
織
か
ら
危
険
人
物
と
し
て
監
視
さ
れ
る
傾
向
も
あ
っ
た。
ダ
ダ
バ
エ
フ
に
よ
れ
ば、
マ
ハ
ッ
ラ
な
ど
の
近
隣
組
織
が
犯
罪
防
止
の
名
目
で
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
へ
の
対
策
（住
民
登
録
の
管
理
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど）
を
取
り
始
め
た
の
も
こ
の
時
期
以
降
で
あ
っ
た
と
い
う。
ダ
ダ
バ
エ
フ、
テ
ィ
ム
ー
ル
（二
〇
〇
六）
﹃マ
ハ
ッ
ラ
の
実
像
―
中
央
ア
ジ
ア
社
会
の
伝
統
と
変
容﹄
、
東
京
大
学
出版会、一四五頁を参照。
（
20）
ただしこの傾向は二〇〇〇年代後半に変化しつつあることも付記しておく。筆者が
二
〇
〇
九
年、
二
〇
一
〇
年
に
追
加
調
査
を
実
施
し
た
時、
都
市
部
を
中
心
に「ナ
マ
ー
ズ・
ハ
ー
ン
（
 nam
ozxon ：
字
義
通
り
に
は
礼
拝
者、
他
の
ム
ス
リ
ム
よ
り
も
正
統
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
実
践
と
く
に
礼
拝
に
熱
心
な
ム
ス
リ
ム
の
こ
と
を
指
す）
」
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
の
を
観
察
で
き
た。
「ナ
マ
ー
ズ・
ハ
ー
ン」
と
呼
ば
れ
る
層
が
従
来
の
礼
拝
者
と
異
な
る
の
は、
仕
事
を
も
つ
若
者
に
浸
透
し
て
い
る
点
で
あ
る。
彼
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
よ
り
正
統
な
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
知
識
を
も
つ。
筆
者
が
二
〇
一
〇
年
に
観
察
し
た
限
り、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
金
曜
モ
ス
ク
に
は
礼
拝
に
訪
れ
る
人
び
と
で
渋
滞
が
で
き
る
ほ
ど
大
勢
の
礼
拝
者
を
観
察
で
き
た。
た
だ
先
述
の
よ
う
に
モ
ス
ク
に
は
礼
拝
者
用
に
絨
毯
が
敷
か
れ
て
お
り、
個
人
で
礼
拝
用
敷
物
を
持
参
す
る
人
は
見
か
け
な
か
っ
た。
こ
の
影
響
は
村
落
部
に
も
多
少
な
り
と
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い。
こ
の
新
し
い
ナ
マ
ー
ズ・
ハーンの動向については稿を改めて論じたい。
（
21）
筆者は二〇〇三年二月にショーフィルコーン地区中心地 モスクで金曜礼拝を目に
す
る
機
会
を
得
た。
そ
の
際
に
は
お
よ
そ
四
〇
人
程
度
の
人
び
と
が
集
ま
っ
て
礼
拝
を
行
っ
て
い
た。
だ
が
こ
の
モ
ス
ク
で
の
礼
拝
も
二
〇
〇
四
年
に
起
き
た
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
市
内
お
よ
び
ブ
ハ
ラ
州
で
の
爆
弾
テ
ロ
事
件
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
た
同
地
区
の
イ
マ
ー
ム
が
逮
捕
さ
れ
た
後
は
そ
の
活
動
が
停
滞
気
味
で
あ
る。
一
方、
村
落
部
の
各
地
に
点
在
す
る
小
規
模
の
モ
ス
ク
は
金
曜
で
あ
っ
て
も
鍵
が
掛
け
ら
れ、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
祭
以
外
の
平
常
時
は
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た。
注
20で
も
述
べ
た
よ
う
に
モ
ス
ク
に
お
け
る
集
団
礼
拝
に
参
加
す
る
人
が
い
ても、個人で礼拝用敷物を持参する人はいなかった。
（
22）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
西
部
の
ホ
ラ
ズ
ム
地
方
を
調
査
し
た
人
類
学
者
ケ
フ
ル
・
ボ
ド
ロ
ギ
（
K
ehl-
bodlogi 2008 ：
前
掲
書）
,p.91. も
同
様
の
発
言
を
す
る
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る。
（
23）
ソ連時代の脱宗教化の影響については注
26を参照。
（
24）
ソ連時代、ドゥアーは母国語で行われることからイスラームの信仰実践というより
は
中
央
ア
ジ
ア
の
民
族
に
固
有
の「民
族
文
化」
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
た
（民
族
文
化
の
扱
い
に
つ
い
て
は
注
26を
参
照）
。
共
産
党
員
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
は
表
立
っ
て
ド
ゥ
ア
ー
を
行うのをためらう傾向にあったが、家内 は隠 て行っていたという。
（
25）
ク
ル
グ
ズ
社
会
を
研
究
し
た
吉
田
に
よ
れ
ば、
バ
タ
（ド
ゥ
ア
ー
の
ク
ル
グ
ズ
語
表
現）
は
日
常
で
も
慶
弔
時
で
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る「祈
り」
の
形
態
で
あ
り、
ム
ス
リ
ム
な
ら
誰
で
も
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る。
吉
田
世
津
子
（二
〇
〇
四）
﹃中
央
ア
ジ
ア
農
村
の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン・
経
済
移
行
の
人
類
学
的
研
究﹄
、
風
響
社、
二
〇
二
頁
を
参
照。
ウ
ズ
ベ
ク
人
だ
け
で
は
な
く、
中
央
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
も
重
要
な
祈
り
の
形
式
で
あ
ることが理解できる。
（
26）
ウズベク人ムスリムの間でムスリムの義務としてのナマーズではなく、推奨行為で
あ
る
ド
ゥ
ア
ー
が
信
仰
実
践
と
し
て
最
重
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
要
因
と
し
て
ソ
連
時
代
の
脱
宗
教
化
政
策
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る。
ソ
連
時
代
の
脱
宗
教
化
政
策
で
は「正
統」
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
実
践
と
さ
れ
た
行
為
ほ
ど
管
理・
統
制
の
対
象
と
な
っ
た。
特
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
や
裁
判
官
が
迫
害
の
対
象
と
な
り、
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ
は
閉
鎖
さ
れ
た。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
変
遷
に
つ
い
て
は
M
um
inov, A
shirbek, U
ygun G
afurov and R
inat Shigabdinov (2010) ‘Islam
ic education in 
Soviet and post-Soviet U
zbekistan’, Edit. M
ichael K
em
per, R
aoul M
otika and Stefan R
e-
ichm
uth “Islam
ic E
ducation in the Soviet U
nion and its Successor States.”, R
outledge, 
pp.223-279. を
参
照。
一
方
で、
ソ
連
政
府
は
領
内
の
多
様
な
民
族
を
統
合
す
る
必
要
か
ら
民
族
自
決
の
原
則
を
打
ち
出
し、
領
域
内
の
民
族
の
文
化
的
自
治
を
約
束
し
た。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
は
田
中
克
彦
（二
〇
〇
八）
﹃「ス
タ
ー
リ
ン
言
語
学」
精
読﹄
（岩
波
現
代
文
庫
学
術
8）、
岩
波
書
店、
八
〇
―
八
一
頁
を
参
照。
ゆ
え
に
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
則
っ
た
行
為
で
も
人
生
儀
礼
や
食
習
慣、
服
装
の
よ
う
な「民
族
文
化」
や「習
慣」
と
ソ
連
当
局
か
ら
判
断
さ
れ
た
行
為
は
厳
し
い
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た。
ソ
連
民
族
学における「民族文化」の扱いに関しては
Sadom
skaya, N
. (1990) ‘Soviet A
nthropol-
ogy and C
ontem
porary R
ituals.’“C
ahiers du M
onde R
usse et Sovietique. 31: 245-254. お
よ
び
A
dam
s, L
.L
. (1998) ‘W
hat is C
ulture? : S
chem
as and S
pectacles in 
U
zbekistan.’“A
nthropology of E
ast E
urope R
eview
”16 (2): 65-71. を
参
照
。
ア
ラ
ビ
ア
語
を
用
い、
全
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
が
同
じ
形
式
で
行
う
礼
拝
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
る
一
方、
母
国
語
で
行
う
ド
ゥ
ア
ー
は
中
央
ア
ジ
ア
の
民
族
文
化
と
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た。
重
要
な
の
は、
ド
ゥ
ア
ー
の
よ
う
に
ソ
連
当
局
か
ら
す
れ
ば「民
族
文
化」
で
あ
っ
て
も、
ウ
ズ
ベ
ク
人
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
継
続
さ
せ
る
信
仰
実践としての役割を果たしたという点である。
（
27）
今
堀
恵
美
（二
〇
〇
六
ａ）
　「ポ
ス
ト・
ソ
ビ
エ
ト
期
に
お
け
る
カ
シ
ュ
タ
（刺
繍）
制
作
と
58イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 4（2012.3）
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副
業
―
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン・
ブ
ハ
ラ
州
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
の
事
例
か
ら」
﹃日
本
中
東学会年報﹄二一
（二）
：一一三―一四〇頁、今堀恵美
（二〇〇六ｂ）
「市場経済に
お
け
る
カ
シ
ュ
タ
チ
（刺
繍
屋）
事
業
の
誕
生
―
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン・
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
の
事
例
か
ら」
﹃社
会
人
類
学
年
報﹄
三
二、
五
七
―
八
四
頁。
今
堀
恵
美
（二
〇
〇
八）
「持
参
財
を
飾
る
刺
繍、
販
売
す
る
刺
繍
―
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン・
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
の
カ
シ
ュ
タ
制
作
を
事
例
に」
高
倉
浩
樹・
佐
々
木
史
郎
（編）
﹃国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
七
八
―
ポ
ス
ト
社
会
主
義
人
類
学
の
射
程﹄
、
四
五
一
―
四
八
〇
頁
を
参
照。
尚、
本
稿
で
は
主
に
カ
シ
ュ
タ
と
呼
ば
れ
る
色
糸
を
用
い
た
手
繍
い
刺
繍
を
対
象
と
し、
刺
繍
と
単
に
記
述
する場合にはカシュタのことを指す。
（
28）
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
各
地
の
刺
繍
品
の
比
較
に
つ
い
て
は
C
heperebestkaya, G
.A
. (1961)　
“O
‘zbekiston So‘zanasi.”, O
‘zSSR
 D
avlat B
adiiy A
dabiyoti N
ashriyoti. を
参
照。
地
域
ご
と
の
特
徴
と
し
て
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
共
和
国
の
刺
繍
に
つ
い
て
は
 A
llam
uratov, A
. (1977) “ 
K
arakalpakskaya N
arodnaya Vyshivka.”, Izdatel’stvo K
arakalpakistan. 、
ブ
ハ
ラ
州
の
刺
繍
に
つ
い
て
は
Jum
aev, Q
.J. (2003b) “19asr ohari 20asr boshlarida B
uxoroning A
n‘anaviy 
K
ashtado‘zlik San‘ati.” N
ashriyotlanm
agan Ilm
iy N
om
zodlik D
issertatsiya. O
‘zbekiston 
B
adiy A
kadem
iyasi San‘atshunoslik Ilm
iy Tadqiqot Institut. を参照のこ
と。
（
29）
Sukhareva, O
.A
. (1937) ‘K
 Istorii R
azvitiya Sam
arkandskoy D
ekorativnoy V
ishivki.’ 
“L
iteratura i Iskustvo U
zbekistana” 6: p.124. を参照。
（
30）
詳しい品目については今堀
（二〇〇六ａ：前掲書）
、四五七―四五八頁を参照。
（
31）
杉
村
棟
（監）
（一
九
九
八）
﹃シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
か
ざ
り
―
中
央
ア
ジ
ア
と
コ
ー
カ
サ
ス
の
美
術﹄
千
葉
市
美
術
館
や
Sum
ner, C
. and H
. Felthem
.(1999) “B
eyond the Silk R
oad: A
rt of 
C
entral A
sia.”,  Pow
erhouse Publishing, H
arvey, J. (1996) “Traditional Textiles of C
entral 
A
sia. ”Tham
es and H
udson Ltd.　
Sukhareva　
(2006) “Suzani: Sredneaziatskaya D
ekora-
tivnaya Vyshivka.” Izdatel’skaya Firm
a Vostochnaya Literatura R
A
N
. を参照のこと。
（
32）
人口統計は二〇〇五年版を使用。
S
hofi
rkon T
um
an X
okim
ligi Iktisodiyoti va S
tatisti-
ka bo‘lim
 (2005) “B
uxoro viloyati Shofirkon Tum
ani P
asport. ” S
hofi
rkon S
hahar. 
（
33）
調査地では礼拝用敷物を買い取らずに写真撮影および聞き取りで制作データのみを
収
集
し
た。
家
庭
に
保
管
さ
れ
て
い
る
礼
拝
用
敷
物
に
は、
カ
シ
ュ
タ
以
外
に
ミ
シ
ン
刺
繍
（ポ
ポ
ッ
プ：
popop ）
や
金
糸
刺
繍
（ザ
ル
ド
ゥ
ズ：
zardo‘z ）
で
装
飾
さ
れ
た
礼
拝
用
敷
物
が
あ
っ
た
が、
そ
の
大
半
が
購
入
品
で
あ
り、
制
作
者
情
報
が
な
か
っ
た。
ゆ
え
に
今
回
の
調
査
ではカシュタに限定してデータ収集をした。調査時期は二〇〇九年九月である。
（
34）
二
人
用
の
礼
拝
用
敷
物
は
地
区
で
は
珍
し
く、
筆
者
が
村
落
部
で
収
集
で
き
た
デ
ー
タ
は
一
〇
五
枚
中
一
枚
だ
け
で
あ
っ
た。
だ
が
ブ
ハ
ラ
市
内
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
大
き
なサイズの礼拝用敷物が多数販売されている。
（
35）
ミシン刺繍の製品自体は一九六〇年代に 普及していたが、礼拝用敷物だけは手
繍
い
の
カ
シ
ュ
タ
で
の
制
作
を
選
択
す
る
女
性
が
多
か
っ
た。
こ
の
傾
向
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
継
続
す
る
が、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
既
製
品
に
対
す
る
抵
抗
感
が
少
な
く
な
り、
既
製
品を購入する女性も現れたという。
（
36）
持参財におけるカシュタ、金糸刺繍、ミシン刺繍品目の変遷について詳しくは今堀（二〇〇八）
、四六二―四六三の表を参照のこと。
（
37）
二〇〇九年に収集された一〇五枚のデータでは、二〇〇〇年代の未婚女性による制
作
は
少
な
か
っ
た
が、
商
業
用
刺
繍
制
作
に
従
事
し
た
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
請
負
制
作
で
習
得
し
た
刺
繍
技
能
を
応
用
し
て
礼
拝
用
敷
物
を
自
作
す
る
女
性
も
現
れ
始
め
て
い
る。
二
〇
〇
〇
年
代
に
制
作
し
た
六
人
の
未
婚
女
性
は
全
て
商
品
用
刺
繍
制
作
の
経
験
者
で
あ
っ
た。詳しくは今堀
（二〇〇六ａ：前掲書）
を参照のこと。
（
38）
ソヴィエト民族学が扱う民族文化 は優／劣、有害／無害、有用／無用、健全／不
健
全
と
い
っ
た
文
化
内
容
の
選
別
が
な
さ
れ
た
と
い
う。
ゆ
え
に
ソ
連
編
入
以
前
に
行
わ
れ
ていた習慣でもある程度選別を受けて
「民族文化」
として形成されていたという経
緯がある。
詳しくは
Sadom
skaya （
1990 ：前掲書）
、
A
dam
s （
1998 ：前掲書）
を参照。
（
39）
理
想
的
に
は
花
嫁
は
結
婚
に
際
し
て
二
枚
の
礼
拝
用
敷
物
を
持
参
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
る。
一
枚
は
自
ら
の
舅
（と
姑）
に
贈
る
物
で
あ
り、
も
う
一
枚
は
夫
お
よ
び
自
分
が
使
う
も
の
で
あ
る
と
い
う。
礼
拝
用
敷
物
を
夫
婦
で
共
有
す
る
こ
と
で、
ム
ス
リ
ム
夫
婦
と
し
て
の
絆
が
深
まるとされる。
（
40）
刺繍品と持参財の関係について詳しくは今堀
（二〇〇六ａ：前掲書）
を参照。
（
41）
テレビドラマなどでウズベク人家庭のイメージが描写される際、ラフのある部屋が
典
型
的
な
村
落
部
の
ウ
ズ
ベ
ク
家
庭
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い。
筆
者
の
経
験
で
も、
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
知
人
が
部
屋
に
設
置
さ
れ
た
ラ
フ
の
存
在
か
ら
筆
者
の
借
り
て
い
た
ア
パ
ー
ト
の
大
家
が
ウ
ズ
ベ
ク
人
で
あ
る
と
見
抜
い
た。
ゆ
え
に
多
く
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
の
な
か
で
ラ
フ
の
ある部屋が「ウズベク家庭」とイメージされて るといえる。
（
42）
この逆向きデザインは必ずしもウズベキスタン、もしくはブハラ州各地で見られる
傾
向
で
は
な
い
こ
と
は
付
記
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う。
例
え
ば、
同
じ
ブ
ハ
ラ
州
で
も
シ
ョ
ー
フ
ィ
ル
コ
ー
ン
地
区
に
隣
接
す
る
ロ
ミ
タ
ン
地
区
で
は
ラ
フ
に
飾
る
時
に
馬
蹄
形
の
先
端
を
下
向
き
に
飾
っ
て
い
た
が、
実
際
に
人
に
見
せ
る
と
き
に
馬
蹄
形
の
先
端
部
分
を
上
向
き
に
持
っ
て
見
せ
て
く
れ
た。
二
〇
〇
九
年
調
査
時
点
で
二
八
歳
で
あ
っ
た
嫁
が
逆
向
き
に
も
っ
て
し
ま
っ
た
と
き、
隣
に
い
た
姑
（六
九
歳）
は「正
し
い
向
き
で
持
ち
な
さ
い」
と
注
意
し
て
い
た
事
実
か
ら
も、
年
配
者
は
馬
蹄
形
の
先
端
が
上
向
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る。
ま
た
ブ
ハ
ラ
市
内
で
は
多
く
の
家
庭
で
ラ
フ
の
上
に
飾
ら
れ
て
い
る
礼
拝
用
敷
物
の
向
きは馬蹄形が上向きになるように飾られていた。
（
43）
R
asanayagam （
2011 ：前掲書）
, p.49. を参照。
